
旅費規則 
規則第 B-3-1 号 

平成 23 年 8 月 12 日 
改定 1 2025 年 5 月 22 日 
改定 2 2026 年 8 月 28 日 

 
第 1 章 総 則 

（会員の出張） 
第 1 条 会員（賛助会員及び定期購読会員を除く）が、会長または「規程 A-2」に規定され

た委員会等の長（以下「出張命令者」という）の指示により出張するときには、本規則

に定めるところにより旅費を支給する。 
（旅費の種類） 
第 2 条 旅費は、次の区分による。 
(1) 鉄道・バス運賃 
(2) 車船運賃 
(3) 航空運賃 
(4) 宿泊費 
(5) 日当 

 
第 2 章 国内旅費 

（鉄道賃等） 
第 3 条 鉄道を利用するときは、原則として最短距離の運賃実費を支給する。なお、片道 

80km 以上の旅程について、自由席特急料金を加算する。また、寝台料金（B）および座

席指定料金は、査定によりこれを加算することができる。 
2 第 1 項に定める鉄道運賃等（往復）が 500 円に満たない場合には、原則として支給しな 
い。 

3 目的地まで路線バスを利用する場合は、それに要する運賃実費を支給する。 
4 航空機、客船またはタクシーを利用するときは、原則として出張命令者の事前承認を必 
要とする。この場合の旅費の支給については、それに要する運賃実費を支給する。 

（宿泊費） 
第 4 条 宿泊を要する場合は、原則として一泊 12,000 円を支給する。ただし、東京都特別

区は一泊 15,000 円とする。 
2 出張命令者は、出張先の実態によっては、実費を限度として支給を認めることができる。

この場合、出張者は出張命令者に証票の写しを提出しなければならない。 
（日 当） 
第 5 条 国内出張に係る日当は、原則としてこれを支給しない。ただし，出張命令者が認め



た場合は、1 日につき 1,000 円を支給する。 
 

第 3 章 国外旅費 
（航空運賃等） 
第 6 条 航空運賃は、次の各号に規定する運賃を支給する。ただし、出張命令者は、輸送 
機関の実態によっては、実費を限度としてその増額又は減額を行うことができる。 
(1) 運賃の等級を 2 以上の階級に区分する場合は、最下位の級の運賃 
(2) 運賃の等級を設けない場合は、その乗車に要する運賃 

2 鉄道賃および船賃は、実費を支給する。なお、別途急行料金および寝台料金を必要とする

場合は、これを支給する。 
（宿泊費及び日当） 
第 7 条 宿泊費及び日当は、次の各号に従って支給する。 

(1) 宿泊費 （1 日当たり） 20,000 円 
(2) 日 当 （1 日当たり    5,000 円 

2 出張命令者は、出張先の実態によっては、前項(1)に定める宿泊費について、実費を限度 
としてその増額または減額を行うことができる。 

 
第 4 章 旅費の査定 

（旅費支給に係る査定） 
第 8 条 旅費の支給に当たっては、出張先の実態および時季による運賃変動の的確な反映、 
 ならびに割引運賃の利用促進等のため査定を行う。 
2 査定は、出張用件の発生ごとに常務理事（総務担当）が行い、査定額は別途定める「細

則第 C-3-1 号」にもとづき決定する。 
3 会員が査定額に不服を申し立てた場合には、常務理事は出張命令者と改めて協議し申し 
立ての採否を決定するものとする。 

 
第 5 章 事務手続き等 

（事務局員等の出張） 
第 9 条 事務局員および会員以外の者が学会の指示に基づき出張又は外勤する場合は、原

則としてこの規則を準用する。 
（担当箇所） 
第 10 条 本規則による旅費の支払い等の事務手続きは、事務局が分掌する。 
（規則の見直し） 
第 11 条 本規則は、原則として 3 年毎に見直すこととする。 
 
附則 本規則は、平成 23 年 8 月 12 日から施行する。 



  本規則改訂 2 は、2025 年 5 月 22 日から施行する。 
  本規則改訂 3 は、2026 年 8 月 28 日から施行する。 


